
１　負担金の予算決算等について

負担金の名称

負担金の金額

２　負担金の交付先について

所在

３　負担金の対象となる事業等について

事業実績
（具体的な手法）

負担金を交付して
市が得たメリット

負担金検証調書【令和７年度交付分】

愛知県森林協会負担金 市の担当部課 経済環境部産業課 問い合わせ先 0568-44-0341

決算額 398,000 円 前年度決算額 281,000 円予算額 398,000 円 当初交付額 398,000 円

所在 愛知県名古屋市中区丸の内３丁目５番１６号 代表者 愛知県森林協会長

事業資金の管理責任者 愛知県森林協会事務局長 事業資金の管理者 愛知県森林協会事務局職員

名古屋市

構成団体
普通会員（犬山市はじめ３２市町村、６森林組合、６林業団体、３１林業者団体および学識経験者８名）および特別会員（建設業者122名、林業資材業者4
名）

設置の根拠 愛知県森林協会規約（平成３年７月２２日施行）

意思決定の方法 事業計画・報告、収支予算・決算、その他運営に関する重要な事項については総会による議決

名称 愛知県森林協会 （法人格の有無） 無 代表者 峰野　修

事業資金等の保管方法 金融機関への預け入れ（預金通帳と印鑑は管理責任者が保管）による。

事業内容
（事業の全体像）

森林関係事業の拡充強化を図るための国、国会議員、県及び県議会への要望活動、講演会等の開催協力、森林関係事業促進に関する情報の収集・提供、森林整備加速化、
林業再生事業の推進　等

（犬山市の役割） 負担金の納入

（事務局が市である場合）
市のルールに準じているか？

完全準拠でない
場合の内容等

（事務局が市でない場合）
具体的に記述

愛知県（行政）に準ずる。
証拠書類
の有無

有

国や県への要望活動、地域イベント及び講演会等の開催協力、情報誌の発行、森林、林業の普及啓発協議会の運営　等

愛知県森林協会による国・県へ治山工事を始めとする森林整備事業の要望活動を通じて、森林整備予算の拡充や事業が促進されることにより、県土の森林の健全な維持につ
ながる。
森林が健全に維持されることにより、山地災害を防ぐとともに、豊かな水を育み、地球温暖化防止や生物多様性の保全などの多面的な効果が発揮され、市民生活に潤いと安ら
ぎをもたらし、安全で豊かな暮らしを支えてくれる効果を享受している。

交付先の状況

事務局の体制等
契約、支出
決裁の方法



４　負担金の交付先における収支等について

５　負担金の検証について

検証年度

犬山市負担金額（当初支出額） 398,000 円 精算の有無 無 精算（返還）額 0 円 精算後の負担金の額 398,000 円

円

構成員の負担割合（根拠） 均等割　10,000円　　負担金　事業費×5.5/1,000×調整係数1.00

余剰額が発生した場合の取扱い 次年度に繰り越し 繰越額 6,187,054 円

交付先における収入の状況（精算前の額）
会費 1,793,000円　　負担金 29,485,500円　　受託費 3,045,729円　　頒布収入 878,010円　　分担金 75,000円　　雑収入 58,783円（預金利息）
繰越金 5,948,873円

負担金の対象となる全体事業費（精算がある場合は精算前の額） 収入額 41,284,895 円 支出額 35,097,841 円 余剰額 6,187,054

予算（当初支出時の想定） 決算（実績）

積算等 金額 積算等 金額 契約の方法、相手方等

円
県森連給与事務委託（随意契約）
理事会・各種会議出席旅費等

会議費
会場借上料、総会資料、
記念品　等 1,700,000 円

会場借上料、総会資料、
記念品　等 1,554,470 円 各種随意契約

事務費 消耗品、旅費　等 15,960,000 円 消耗品、旅費　等 15,382,609

円 森林土木関係事業等　事業費

事業調整積立金 定期預金 500,000 円 定期預金 500,000 円

事業費
要望活動、情報誌発行
等 22,140,000 円

要望活動、情報誌発行
等 17,491,793

予備費 500,000 円 0

円

雑費 慶弔費、その他 400,000 円 慶弔費、その他 97,969 円

公租公課 消費税、法人市県民税 300,000 円 消費税、法人市県民税 71,000
交付先における

支出の状況

項目

41,500,000 円

円

令和８年度実施
予定

検証内容 愛知県森林協会において、負担金の算出根拠の透明化及び簡素化を目的として、算出基準の見直しが行われる予定。

合計 35,097,841 円

積算がない場合
の特記事項


